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『
祖
堂
集
』
に
お
け
る
「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
に
つ
い
て
祝
　
　
　
　
　
釗
は
じ
め
に
　
「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
と
は
「
祖
師
西
来
意
」（
達
磨
が
西
方
か
ら
や
っ
て
き
た
意
図
）
を
め
ぐ
り
、
唐
末
の
禅
僧
で
あ
る
趙
州
従
諗
（
七
七
八
〜
八
九
七
）
と
そ
の
弟
子
と
の
間
で
行
わ
れ
た
問
答
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、『
趙
州
録
』
や
『
無
門
関
』
に
よ
っ
て
現
代
に
知
ら
れ
る
が
、
現
存
す
る
最
も
古
い
か
た
ち
の
問
答
は
、
五
代
南
唐
保
大
十
年
（
九
五
二
年
）
に
、
泉
州
招
慶
寺
の
静
・
筠
と
い
う
二
人
の
禅
師
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
祖
堂
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
問
答
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
聞
く
、「
祖
師
が
西
方
か
ら
や
っ
て
来
た
意
図
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。」
師
（
趙
州
従
諗
）
が
言
う
、「
庭
先
の
柏
樹
だ
。」
僧
が
言
う
、「
和
尚
、
境
に
よ
っ
て
示
さ
な
い
で
頂
き
た
い
。」
師
が
言
う
、「
わ
し
は
境
に
よ
っ
て
示
し
て
い
な
い
。」
僧
が
言
う
、
「
で
は
、
祖
師
が
西
方
か
ら
や
っ
て
来
た
意
図
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。」
師
が
言
う
、「
庭
先
の
柏
樹
だ
。」（
問
、「
如
何
是
祖
師
西
来
意
。」
師
云
、「
亭
前
栢
樹
子
。」
僧
云
、「
和
尚
莫
将
境
示
人
。」
師
云
、「
我
不
将
境
示
人
。」
僧
云
、「
如
何
是
祖
師
西
来
意
。」
師
云
、「
亭
前
栢
樹
子
。」）（『
祖
堂
集
』
巻
第
十
八
・
趙
州
和
尚
、
七
八
九
頁
）
　
こ
の
記
載
で
は
、
趙
州
の
答
え
が
「
亭
前
栢
樹
子
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
後
に
成
立
し
た
『
趙
州
録
』
や
『
無
門
関
』
な
ど
宋
代
以
降
の
禅
籍
に
は「
庭
前
柏
樹
子
」と
表
記
さ
れ
る
。本
稿
で
は
、「
亭
」
を
「
庭
」
の
通
仮
字
と
し
て
考
え
、「
亭
前
」
は
「
に
わ
さ
き
」
と
訳
出
し
、『
祖
堂
集
』
の
記
載
を
指
す
時
の
み
、「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
と
表
記
し
、
そ
れ
以
外
の
記
載
や
、
あ
る
い
は
一
般
的
に
こ
の
問
答
を
指
す
と
き
に
は
「
庭
前
柏
樹
子
」
問
答
と
表
記
す
る
。
　
宋
代
以
降
の
禅
籍
に
お
い
て
、
当
時
の
禅
師
が
し
ば
し
ば
こ
の
問
答
を
取
り
上
げ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
宋
代
以
降
、
こ
の
問
答
が
禅
師
た
ち
に
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。た
と
え
ば
、
集
刊
東
洋
学 
第
一
一
四
号 
平
成
二
十
八
年
一
月 
六
七
－
八
六
頁
68
『
無
門
関
』
で
は
、
無
門
慧
開
（
一
一
八
三
〜
一
二
六
〇
）
は
こ
の
問
答
を
次
の
よ
う
に
取
り
上
げ
た
。
趙
州
は
、
あ
る
僧
が
「
祖
師
が
西
方
か
ら
や
っ
て
来
た
意
図
と
は
何
で
し
ょ
う
か
」
と
聞
い
た
時
、「
庭
先
の
柏
樹
だ
」
と
答
え
た
。
無
門
慧
開
が
言
う
、「
も
し
趙
州
の
答
え
た
と
こ
ろ
を
ピ
タ
リ
と
悟
る
な
ら
ば
、
過
去
の
釈
迦
や
未
来
の
弥
勒
仏
は
お
前
た
ち
に
と
っ
て
は
存
在
し
な
い
。」
頌
し
て
言
う
、「
言
葉
は
も
の
そ
の
も
の
を
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
言
語
は
禅
師
の
真
意
に
当
た
ら
な
い
。
言
葉
を
そ
の
ま
ま
真
実
と
し
て
受
け
取
る
人
は
死
に
、
句
に
と
ら
わ
れ
る
人
は
真
意
を
見
失
う
。」（
趙
州
因
僧
問
、「
如
何
是
祖
師
西
来
意
。」
州
云
、「
庭
前
柏
樹
子
。」
無
門
曰
、「
若
向
趙
州
答
処
見
得
親
切
、前
無
釈
迦
、後
無
弥
勒
。」
頌
曰
、「
言
無
展
事
、
語
不
投
機
。
承
言
者
喪
、
滞
句
者
迷
。」）
（『
無
門
関
』
第
三
十
七
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
48
冊
、
訳
の
一
部
は
平
田
高
士
『
無
門
関
』（
禅
の
語
録
18
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
）
を
参
照
し
た
。）
　
先
に
提
示
し
た
『
祖
堂
集
』
の
「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
と
比
べ
る
と
、
こ
こ
で
無
門
慧
開
は
、
最
初
の
二
句
の
み
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
彼
は
趙
州
の
真
意
を
悟
れ
ば
釈
迦
や
弥
勒
仏
等
の
教
示
に
と
ら
わ
れ
な
く
な
る
と
言
い
、
ま
た
言
葉
に
執
着
す
れ
ば
真
意
を
見
失
う
と
頌
し
た
。
要
す
る
に
、
無
門
慧
開
は
、
言
葉
に
よ
ら
ず
に
直
接
に
禅
師
の
真
意
を
悟
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
こ
の
問
答
を
引
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
無
門
は
た
だ
最
初
の
二
句
し
か
引
用
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、
宋
代
の
禅
師
が
禅
問
答
を
取
り
上
げ
る
際
に
は
、
修
行
の
指
導
者
と
し
て
、
弟
子
た
ち
を
解
脱
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
有
す
る
。
あ
く
ま
で
も
そ
の
問
答
を
借
り
て
、自
分
の
見
解
を
示
し
、
弟
子
を
悟
ら
せ
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
う
し
た
立
場
で
は
、
唐
・
五
代
の
問
答
の
文
脈
に
従
っ
て
解
説
す
る
の
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
禅
思
想
史
を
検
討
す
る
際
に
、
晩
唐
で
活
躍
し
て
い
た
趙
州
の
考
え
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
あ
る
い
は
こ
の
問
答
を
利
用
し
て
い
た
宋
代
の
禅
師
た
ち
の
思
想
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
、「
庭
前
柏
樹
子
」
問
答
の
意
味
そ
れ
自
体
を
解
読
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、「
庭
前
柏
樹
子
」
問
答
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
小
川
隆
氏
の
「
庭
前
の
栢
樹
子
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
小
川
氏
は
「
唐
代
の
禅
問
答
を
唐
代
の
禅
僧
た
ち
の
問
題
意
識
と
用
語
法
に
沿
っ
て
、
有
意
味
な
活
き
た
対
話
と
し
て
読
ん
で
み
る）1
（
」
と
主
張
し
な
が
ら
も
、
主
に
宋
代
の
『
趙
州
録
』
に
お
け
る
「
庭
前
柏
樹
子
」
問
答
の
記
載
を
基
点
と
し
て
、
特
に
「
本
分
事
」
と
い
う
言
葉
を
中
心
と
し
て
分
析
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
後
述
す
る
と
お
り
、
五
代
の
『
祖
堂
集
』
の
記
載
と
、『
趙
州
録
』
の
記
載
に
は
相
違
点
が
あ
り
、
こ
の
問
答
に
関
し
て
は
ま
だ
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
小
川
氏
の
立
場
を
離
れ
、『
祖
堂
集
』
に
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お
け
る
「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
の
記
載
を
考
察
の
出
発
点
と
し
、
六
句
の
問
答
を
三
つ
の
一
問
一
答
に
分
け
て
質
問
と
回
答
の
背
景
及
び
二
人
の
意
図
を
考
え
た
上
で
、『
祖
堂
集
』
の
文
脈
に
お
い
て
「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
の
意
味
を
解
読
し
て
み
た
い
。
　
本
稿
で
『
祖
堂
集
』
を
使
用
す
る
際
に
は
、「
大
韓
民
国
海
印
寺
版
」
（
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
四
年
）
を
底
本
と
す
る
が
、
便
宜
的
に
孫
昌
武
・
衣
川
賢
次
・
西
口
芳
男
点
校
『
祖
堂
集
』（
中
国
仏
教
典
籍
選
刊
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
の
頁
数
を
示
す
。
な
お
、
条
目
の
分
類
、
異
体
字
及
び
衍
字
へ
の
指
摘
等
に
関
し
て
は
、
中
華
書
局
本
を
適
宜
参
考
す
る
。
一
　『
祖
堂
集
』
の
記
載
と
『
趙
州
録
』
の
記
載
　
本
節
で
は
、『
祖
堂
集
』
の
記
載
と
『
趙
州
録
』
の
記
載
と
の
相
違
点
を
確
認
す
る
。
　
南
唐
保
大
十
年
に
成
立
し
た
『
祖
堂
集
』
は
、「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
の
現
存
す
る
最
も
古
い
記
録
で
あ
る
。
だ
が
、
今
ま
で
の
研
究
で
多
用
さ
れ
て
き
た
『
趙
州
録
』
は
、『
古
尊
宿
語
録
』
の
一
部
と
し
て
始
め
て
出
現
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の『
古
尊
宿
語
録
』
の
成
立
に
関
し
て
は
、『
雲
臥
紀
譚
』
巻
上
の
記
載）2
（
に
よ
る
と
、
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
〜
一
一
六
二
）
の
初
期
に
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
福
州
鼓
山
寺
の
宋
刊
本
を
見
た
無
著
道
忠
の
『
古
尊
宿
語
要
目
録
』
に
よ
る
と
、
初
刻
本
所
収
二
十
二
部
の
一
つ
と
し
て
、
趙
州
の
語
録
が
巻
一
に
収
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る）3
（
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
趙
州
録
』
は
南
宋
に
至
っ
て
『
古
尊
宿
語
録
』
の
一
部
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
　
こ
の
よ
う
な
成
立
過
程
を
経
た
『
趙
州
録
』
に
お
い
て
、「
庭
前
柏
樹
子
」
問
答
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
師
（
趙
州
）
が
法
堂
に
出
て
、
大
衆
に
説
法
す
る
、「
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
数
量
分
別
を
超
え
た
大
人
も
こ
こ
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
わ
し
が
溈
山
に
行
っ
た
お
り
、
あ
る
僧
が
聞
い
た
、『
祖
師
が
西
方
か
ら
や
っ
て
来
た
意
図
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。』
溈
山
が
言
っ
た
、『
わ
し
に
あ
の
腰
か
け
を
持
っ
て
こ
い
。』
も
し
本
当
の
禅
師
な
ら
ば
、
本
分
事
に
よ
っ
て
人
を
導
く
べ
き
だ
。」
そ
の
時
、
あ
る
僧
が
聞
く
、「
祖
師
が
西
方
か
ら
や
っ
て
来
た
意
図
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。」
師
が
言
う
、「
庭
先
の
柏
樹
だ
。」
学
人
が
言
う
、「
和
尚
、
境
に
よ
っ
て
示
さ
な
い
で
頂
き
た
い
。」
師
が
言
う
、「
わ
し
は
境
に
よ
っ
て
示
し
て
い
な
い
。」
言
う
、「
祖
師
が
西
方
か
ら
や
っ
て
来
た
意
図
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。」
師
が
言
う
、「
庭
先
の
柏
樹
だ
。」 （
師
上
堂
謂
衆
曰
、「
此
事
的
的
、
没
量
大
人
出
這
裏
不
得
。
老
僧
到
溈
山
、
僧
問
、『
如
何
是
祖
師
西
来
意
。』
溈
山
云
、『
与
我
将
床
子
来
。』
若
是
宗
師
、
須
以
本
分
事
接
人
始
得
。」
時
有
僧
問
、「
如
何
是
祖
師
西
来
意
。」
師
云
、「
庭
前
柏
樹
子
。」
学
云
、「
和
尚
莫
将
70
境
示
人
。」
師
云
、「
我
不
将
境
示
人
。」
云
、「
如
何
是
祖
師
西
来
意
。」
師
云
、「
庭
前
柏
樹
子
。」） （『
趙
州
和
尚
語
録
』
巻
上
、
三
五
八
頁）4
（
）
　
右
の
記
載
と
本
稿
の
冒
頭
に
挙
げ
た
『
祖
堂
集
』
に
お
け
る
「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
の
記
載
と
を
対
比
す
る
と
、
右
の
記
載
の
傍
線
部
が
『
祖
堂
集
』
の
「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
に
相
当
す
る
。
そ
し
て
、
現
存
す
る
資
料
を
見
る
限
り
、
右
の
『
趙
州
録
』
と
同
じ
形
の
記
載
を
始
め
て
示
し
た
書
物
は
『
宗
門
統
要
集
』
で
あ
る
。
椎
名
宏
雄
氏）5
（
に
よ
れ
ば
、『
宗
門
統
要
集
』
は
北
宋
元
佑
八
年
（
一
〇
九
三
年
）
ま
で
に
宗
永
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
『
汾
陽
無
徳
禅
師
語
録）6
（
』
や
『
宗
門
摭
英
集）7
（
』
に
は
『
祖
堂
集
』
の
記
載
と
同
じ
形
の
「
庭
前
柏
樹
子
」
問
答
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
傍
線
部
以
前
の
部
分
で
あ
る
。『
趙
州
録
』
の
記
載
で
は
、
前
半
部
分
と
「
庭
前
柏
樹
子
」
に
関
わ
る
部
分
す
な
わ
ち
傍
線
部
が
趙
州
の
一
つ
の
説
法
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、『
祖
堂
集
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
前
半
部
分
の
原
型
と
考
え
ら
れ
る
問
答
は
以
下
の
如
く
、
巻
第
十
八
趙
州
和
尚
章
に
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
記
載
は
「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
と
は
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
師（
趙
州
）が
溈
山
に
聞
く
、「
祖
師
の
意
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。」
溈
山
は
侍
者
を
呼
ぶ
、「
腰
か
け
を
持
っ
て
こ
い
。」
師
は
云
う
、
「
こ
こ
の
住
持
に
な
っ
て
以
来
、
ま
だ
本
物
の
禅
師
に
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。」
そ
の
時
あ
る
人
が
聞
く
、「
も
し
出
会
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。」
師
が
云
う
、「
千
鈞
の
石
弓
は
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
を
射
る
た
め
の
も
の
じ
ゃ
な
い
。」（
師
問
溈
山
「
如
何
是
祖
師
意
。」
溈
山
喚
侍
者
、「
将
床
子
来
。」
師
云
、「
自
住
已
来
、
未
曾
遇
著
一
個
本
色
禅
師
。」
時
有
人
問
、「
忽
遇
時
如
何
。」
師
云
、「
千
鈞
之
弩
、
不
為
奚
鼠
而
発
機
。」）（『
祖
堂
集
』
巻
第
十
八
・
趙
州
和
尚
、
七
九
〇
頁
）
　
右
の
記
載
を
見
る
と
、
質
問
者
な
ど
の
違
い
を
除
け
ば
、
こ
の
記
載
と
『
趙
州
録
』
の
記
載
と
は
、
ど
ち
ら
も
「
祖
師
（
西
来
）
意
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
溈
山
が
「
腰
掛
け
を
持
っ
て
こ
い
」
と
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、『
祖
堂
集
』
の
記
載
と
『
趙
州
録
』
の
記
載
と
の
異
同
を
整
理
す
る
と
、『
趙
州
録
』
の
記
載
は
『
祖
堂
集
』
に
お
け
る
趙
州
と
溈
山
と
の
問
答
及
び
「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
を
組
み
合
わ
せ
、
更
に
別
要
素
を
補
っ
て
全
体
を
構
成
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。
　
『
趙
州
録
』
が
こ
の
問
答
に
つ
い
て
、な
ぜ
こ
う
し
た
構
成
を
と
っ
た
の
か
は
、
本
稿
で
は
触
れ
な
い
。
た
だ
し
、『
趙
州
録
』
の
記
載
の
文
脈
を
分
析
す
る
と
、
最
初
に
趙
州
が
弟
子
た
ち
に
対
し
て
説
法
を
行
う
場
面
で
、
趙
州
は
ま
ず
「
こ
の
事
は
明
ら
か
だ
。
数
量
分
別
を
超
え
た
大
人
も
こ
こ
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
話
し
た
上
で
、
溈
山
と
の
話
を
挙
げ
、「
本
当
の
禅
師
な
ら
ば
本
分
事
に
よ
っ
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を
導
く
べ
き
だ
」
と
主
張
し
た
。
す
る
と
、
こ
の
一
連
の
話
を
聞
い
た
あ
る
僧
は
、「
祖
師
西
来
意
」
に
つ
い
て
趙
州
に
質
問
し
、
趙
州
が
「
庭
前
柏
樹
子
」
と
答
え
て
か
ら
、「
庭
前
柏
樹
子
」
に
関
わ
る
部
分
が
よ
う
や
く
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
対
し
て
、
小
川
氏
は
「
こ
こ
に
言
う
『
此
の
事
』
も
『
這
裏
』
も
、『
本
分
事
』
の
言
い
か
え
で
あ
る
。
だ
が
、
趙
州
は
ま
る
で
、
溈
山
の
答
え
で
は
『
本
分
事
』
に
よ
る
接
化
に
な
っ
て
い
な
い
、
そ
う
言
わ
ん
ば
か
り
の
口
ぶ
り
で
あ
る
」
と
い
う
解
説
を
示
し
、「
趙
州
の
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
ひ
と
り
の
僧
が
進
み
出
る
、『
祖
師
西
来
意
と
は
如
何
な
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
』。
そ
こ
ま
で
お
お
せ
な
ら
、
こ
の
自
分
を
み
ご
と
そ
の
『
本
分
事
』
に
よ
っ
て
接
化
し
て
頂
き
た
い
」
と
い
う
理
解
を
示
し
た
。
更
に
、「
こ
こ
に
お
い
て
問
答
全
体
は
、
決
し
て
ナ
ン
セ
ン
ス
な
コ
ン
ニ
ャ
ク
問
答
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
右
の
よ
う
に
、『
本
分
事
』
と
い
う
主
題
を
め
ぐ
る
、
有
意
味
な
脈
絡
を
も
っ
た
対
話
と
し
て
こ
そ
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
た）8
（
。
　
『
趙
州
録
』
の
記
載
の
文
脈
に
従
え
ば
、
確
か
に
小
川
氏
の
指
摘
は
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
趙
州
録
』
の
型
は
宋
代
に
至
っ
て
か
ら
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
も
古
い
記
載
で
あ
る
『
祖
堂
集
』
に
お
け
る
「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
に
は
、『
趙
州
録
』
の
よ
う
な
、
弟
子
た
ち
に
対
す
る
趙
州
の
説
法
と
い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
提
示
し
た
記
述
も
な
く
、
趙
州
が
弟
子
に
対
し
て
「
本
分
事
」
を
明
確
に
提
示
し
た
内
容
も
な
い
。『
祖
堂
集
』
の
記
載
で
は
、
突
然
、
僧
が
「
祖
師
西
来
意
」
に
つ
い
て
聞
き
、
趙
州
が
「
亭
前
栢
樹
子
」
と
答
え
た
こ
と
を
発
端
と
し
て
、「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
が
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
で
は
、
果
た
し
て
趙
州
と
僧
と
の
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
よ
う
な
背
景
で
ど
の
よ
う
な
意
図
で
問
答
を
進
め
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
疑
問
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
を
解
読
す
る
た
め
に
、『
祖
堂
集
』
に
見
え
る
他
の
問
答
を
参
照
し
、
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
二
　『
祖
堂
集
』
に
お
け
る
「
祖
師
西
来
意
」
問
答
　
本
節
で
は
、
次
の
「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
の
最
初
の
一
問
一
答
を
解
読
す
る
た
め
に
、
ま
ず
『
祖
堂
集
』
に
お
け
る
「
祖
師
西
来
意
」
を
め
ぐ
る
問
答
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
聞
く
、「
祖
師
が
西
方
か
ら
や
っ
て
来
た
意
図
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。」
師
が
言
う
、「
庭
先
の
柏
樹
だ
。」（
問
、「
如
何
是
祖
師
西
来
意
。」
師
云
、「
亭
前
栢
樹
子
。」）（『
祖
堂
集
』
巻
第
十
八
・
趙
州
和
尚
、
七
八
九
頁
）
　
具
体
的
に
は
、
馬
祖
道
一
の
「
祖
師
西
来
意
」
に
対
す
る
解
釈
を
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
馬
祖
の
弟
子
や
孫
弟
子
の
世
代
の
禅
師
に
よ
る
「
祖
師
西
来
意
」
問
答
の
展
開
を
分
析
し
て
、
特
に
「
祖
師
西
来
意
」
72
問
答
に
お
け
る
質
問
者
の
要
求
及
び
師
が
直
面
す
る
課
題
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
に
お
け
る
趙
州
の
最
初
の
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　
　（
1
）　
馬
祖
道
一
の
「
祖
師
西
来
意
」
解
釈
　
ま
ず
、「
祖
師
西
来
意
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
吟
味
す
る
と
、
中
唐
期
に
活
躍
し
た
馬
祖
道
一
（
七
〇
九
〜
七
八
八
）
が
、
す
で
に
「
祖
師
西
来
意
」
の
意
味
を
明
確
に
示
し
て
お
り
、そ
の
内
容
は
『
祖
堂
集
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
る
。
（
馬
祖
が
）
常
に
大
衆
に
説
法
す
る
、「
皆
、
今
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
の
心
が
仏
だ
と
信
ぜ
よ
。
こ
の
心
こ
そ
が
仏
心
だ
。
故
に
、
達
磨
大
師
は
南
天
竺
国
か
ら
来
て
、
上
乗
一
心
の
法
を
伝
え
、
お
前
た
ち
を
悟
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
度
々
楞
伽
経
の
経
文
を
引
い
て
、
衆
生
の
心
地
を
し
る
し
づ
け
た
。
お
前
た
ち
が
顛
倒
し
て
こ
の
一
心
の
法
が
一
人
一
人
に
有
る
こ
と
を
信
じ
な
い
と
危
惧
し
た
か
ら
な
の
だ
。
ゆ
え
に
楞
伽
経
に
言
う
、『
仏
語
に
心
も
て
宗
と
為
し
、
無
門
も
て
法
門
と
為
す）9
（
。』」（
毎
謂
衆
曰
、「
汝
今
各
信
自
心
是
仏
、
此
心
即
是
仏
心
。
是
故
達
摩
大
師
従
南
天
竺
国
来
、
伝
上
乗
一
心
之
法
、
令
汝
開
悟
。
又
数
引
楞
伽
経
文
以
印
衆
生
心
地
。恐
汝
顛
倒
不
自
信
此
一
心
之
法
、
各
各
有
之
。
故
楞
伽
経
云
、『
仏
語
心
為
宗
、
無
門
為
法
門
。』」）
（『
祖
堂
集
』
巻
十
四
・
江
西
馬
祖
、
六
一
〇
頁
）
　
こ
こ
で
、
馬
祖
は
自
分
の
心
こ
そ
が
仏
だ
と
示
し
た
上
で
、
達
摩
が
天
竺
か
ら
来
た
意
図
と
は
、
こ
の
上
乗
一
心
の
法
を
伝
え
、
こ
れ
を
人
々
が
信
じ
な
い
こ
と
を
恐
れ
て
楞
伽
経
の
言
葉
を
示
し
て
人
々
を
悟
ら
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
と
説
明
し
た
。
こ
の
時
の
馬
祖
か
ら
見
た
祖
師
西
来
意
と
は
、ま
さ
に
「
即
心
即
仏
」（
心
こ
そ
が
仏
で
あ
る
）
を
そ
の
内
容
と
す
る
こ
と
が
わ
か
る）10
（
。
　
馬
祖
の
「
即
心
即
仏
」
に
関
し
て
、『
祖
堂
集
』
の
次
の
一
段
は
そ
の
真
意
を
検
討
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
示
す
。
伏
牛
和
尚
が
馬
祖
道
一
の
た
め
に
手
紙
を
持
っ
て
師
（
慧
忠
国
師
）
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
。
師
が
言
う
、「
馬
師
匠
は
何
の
法
を
人
々
に
示
し
た
の
か
。」
答
え
て
言
う
、「
即
心
即
仏
で
す
。」
師
が
言
う
、「
何
と
い
う
言
い
様
だ
。」
ま
た
聞
く
、「
他
に
も
何
か
の
話
が
あ
る
の
か
。」
答
え
て
言
う
、「
非
心
非
仏
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
心
で
は
な
く
、
仏
で
は
な
く
、
物
で
は
な
い
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。」
師
が
笑
っ
て
言
う
、「
ま
あ
ま
あ
だ
ね
。」
伏
牛
が
却
っ
て
聞
く
、「
こ
ち
ら
で
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
。」
師
が
言
う
、「
三
点
は
流
水
の
よ
う
で
、
曲
線
は
ま
る
で
稲
を
刈
る
鎌
だ
。」（
伏
牛
和
尚
与
馬
大
師
送
書
到
師
処
。
師
問
、「
馬
師
説
何
法
示
人
。」
対
曰
、「
即
心
即
仏
。」
師
曰
、「
是
什
摩
語
話
。」
又
問
、「
更
有
什
摩
言
説
。」
対
曰
、「
非
心
非
仏
。
亦
曰
不
是
心
、
不
是
仏
、
不
是
物
。」
師
笑
曰
、「
猶
較
些
子
。」
伏
牛
却
問
、「
未
審
此
間
如
何
。」
師
曰
、「
三
点
如
流
水
、
曲
似
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刈
禾
鎌
。」）（『
祖
堂
集
』
巻
第
三
・
慧
忠
国
師
、
一
七
二
頁
）
　
こ
の
一
段
か
ら
、
馬
祖
は
「
即
心
即
仏
」
以
外
に
、
ま
た
「
非
心
非
仏
」
や
「
不
是
心
、
不
是
仏
、
不
是
物
」
と
も
言
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。「
即
心
即
仏
」
の
他
に
「
非
心
非
仏
」
等
を
説
く
の
は
、
人
々
が
「
即
心
即
仏
」
と
い
う
言
葉
に
執
着
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る）11
（
。
慧
忠
国
師
（
六
七
五
〜
七
七
五
）
も
こ
の
点
を
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
右
の
一
段
で
、
質
問
者
は
馬
祖
の
こ
の
意
図
を
理
解
せ
ず
、
た
だ
「
即
心
即
仏
」
や
「
非
心
非
仏
」
及
び
「
不
是
心
、
不
是
仏
、
不
是
物
」
と
い
う
言
葉
を
覚
え
こ
ん
で
い
た
だ
け
で
あ
る
。
馬
祖
の
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
慧
忠
は
、
文
字
当
て
の
な
ぞ
な
ぞ
を
使
っ
て
「
心
」
と
示
し
た
。
そ
こ
に
は
、「
即
心
即
仏
」
の
よ
う
な
標
語
で
は
な
く
、
流
水
や
稲
を
刈
る
鎌
の
よ
う
に
生
き
て
機
能
し
て
い
る
心
を
提
示
す
る
意
図
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
馬
祖
の
こ
の
一
連
の
発
言
に
対
し
て
、
馬
祖
の
弟
子
で
あ
る
南
泉
普
願
（
七
四
八
〜
八
三
四
）
は
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
た
。
江
西
和
尚
（
馬
祖
）
が
言
っ
た
「
即
心
即
仏
」
は
、
た
だ
一
時
的
な
語
で
あ
り
、
外
に
お
い
て
求
め
る
病
を
止
め
る
も
の
で
あ
り
、
空
っ
ぽ
の
握
り
こ
ぶ
し
や
、
黄
金
に
見
せ
か
け
た
黄
色
い
葉
で
赤
子
を
泣
き
止
ま
せ
る
よ
う
な
言
葉
だ
。
し
た
が
っ
て
、
「
不
是
心
、不
是
仏
、不
是
物
」と
言
っ
た
。
今
た
く
さ
ん
の
人
々
が
心
を
仏
と
喚
び
、
智
を
道
と
認
識
し
て
、
見
聞
覚
知
の
全
て
を
仏
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
演
若
達
多
が
自
分
の
顔
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
顔
を
探
す
よ
う
な
事
だ
。
仮
に
見
つ
か
っ
て
も
、ま
た
そ
れ
は
あ
な
た
の
本
来
の
仏
で
は
な
い
。「
即
心
即
仏
」
と
い
う
な
ら
ば
、
ま
る
で
兎
や
馬
に
角
が
生
え
て
く
る
よ
う
で
、「
非
心
非
仏
」
と
い
う
な
ら
ば
ま
る
で
牛
や
羊
に
角
が
生
え
て
い
な
い
よ
う
だ
。あ
な
た
の
心
が
も
し
仏
な
ら
ば
、
た
だ
そ
れ
だ
と
強
調
し
な
く
て
も
い
い
、
あ
な
た
の
心
が
も
し
仏
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
否
定
し
な
く
て
も
い
い
。（
江
西
和
尚
説
「
即
心
即
仏
」、
且
是
一
時
間
語
、
是
止
向
外
馳
求
病
、
空
拳
黄
葉
止
啼
之
詞
。
所
以
言
「
不
是
心
、不
是
仏
、不
是
物
。」
如
今
多
有
人
喚
心
作
仏
、
認
智
為
道
、
見
聞
覚
知
皆
云
是
仏
。
若
如
是
者
、
演
若
達
多
将
頭
覓
頭
、
設
使
認
得
、
亦
不
是
汝
本
来
仏
。
若
言
即
心
即
仏
、
如
兎
馬
有
角
。
若
言
非
心
非
仏
、
如
牛
羊
無
角
。
你
心
若
是
仏
、
不
用
即
他
。
你
心
若
不
是
仏
、
亦
不
用
非
他
。）（『
祖
堂
集
』
巻
第
十
六
・
南
泉
和
尚
、七
〇
五
頁
）
　
南
泉
の
見
解
を
整
理
す
る
と
、
馬
祖
が
言
っ
た
「
即
心
即
仏
」
は
あ
く
ま
で
も
赤
子
を
泣
き
止
ま
せ
る
よ
う
な
言
葉
で
あ
り
、
馬
祖
が
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
人
々
を
自
分
の
外
に
禅
師
の
言
葉
を
求
め
る
の
を
止
め
さ
せ
る
一
時
的
な
措
置
で
し
か
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
々
は
馬
祖
の
言
葉
を
教
条
視
し
て
い
た
。
南
泉
か
ら
見
る
と
、
人
々
そ
れ
ぞ
れ
に
「
祖
師
西
来
意
」
が
す
で
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ひ
た
す
ら
自
分
の
外
に
禅
師
の
言
葉
を
求
め
て
い
74
る
の
は
無
駄
な
こ
と
で
あ
り
、
仮
に
禅
師
の
言
葉
を
も
ら
っ
て
も
そ
れ
は
本
来
の
仏
で
は
な
い
。
馬
祖
が
言
っ
た
「
即
心
即
仏
」
や
「
非
心
非
仏
」
等
の
言
葉
は
た
だ
余
計
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
心
を
強
調
す
る
の
と
否
定
す
る
の
と
は
両
方
共
に
本
来
の
仏
を
指
す
こ
と
で
は
な
い
。
も
し
自
分
自
身
の
心
が
仏
で
あ
る
こ
と
を
悟
っ
た
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
心
を
強
調
し
な
く
て
も
（
即
心
即
仏
と
言
わ
な
く
て
も
）、
あ
る
い
は
否
定
し
な
く
て
も
（
非
心
非
仏
と
言
わ
な
く
て
も
）
良
い
、
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
　
さ
て
、
こ
こ
で
、
馬
祖
の
段
階
に
お
け
る
「
祖
師
西
来
意
」
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
ま
ず
、
馬
祖
は
「
祖
師
西
来
意
」
と
は
「
即
心
即
仏
」（
心
こ
そ
が
仏
だ
）
を
そ
の
内
容
と
す
る
と
示
し
た
。
後
に
南
泉
が
示
し
た
よ
う
に
、
心
が
仏
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
然
、
外
に
お
い
て
「
祖
師
西
来
意
」
を
求
め
る
必
要
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
々
は
た
だ
「
即
心
即
仏
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
、
ひ
た
す
ら
禅
師
に
そ
の
意
味
を
尋
ね
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
馬
祖
は
ま
た
「
非
心
非
仏
」
と
言
っ
て
人
々
を
言
葉
へ
の
執
着
か
ら
解
脱
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
人
々
は
「
非
心
非
仏
」
に
執
着
し
た
。
こ
の
状
況
で
は
、「
祖
師
西
来
意
」
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
際
に
、
禅
師
が
心
を
強
調
す
れ
ば
相
手
を
そ
れ
に
執
着
さ
せ
、
も
し
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
「
非
心
非
仏
」
と
言
え
ば
、
ま
た
相
手
を
「
非
心
非
仏
」
そ
の
も
の
に
注
目
し
て
執
着
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
馬
祖
の
こ
の
段
階
で
は
、「
祖
師
西
来
意
」
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
際
に
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
相
手
を
執
着
さ
せ
な
い
の
か
と
い
う
の
が
禅
師
に
と
っ
て
課
題
に
な
っ
た
。
　（
2
）　「
祖
師
西
来
意
」
問
答
の
展
開
　
こ
の
課
題
に
対
し
て
、
馬
祖
の
孫
弟
子
に
当
た
る
石
霜
性
空
（
生
卒
不
詳
）は
次
の
よ
う
に
教
示
を
拒
否
す
る
と
い
う
対
応
を
示
し
た
。
僧
が
聞
く
、「
祖
師
が
西
方
か
ら
や
っ
て
来
た
意
図
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。」
師
（
石
霜
）
が
言
う
、「
例
え
ば
、
あ
る
人
が
百
丈
あ
る
井
戸
の
中
に
い
て
、
お
前
が
一
寸
の
縄
も
借
り
ず
に
そ
の
人
を
救
出
で
き
る
な
ら
、
わ
し
は
西
来
意
に
つ
い
て
教
え
る
。」（
僧
問
、「
如
何
是
祖
師
西
来
意
。」
師
曰
、「
如
人
在
百
丈
井
中
、
不
假
寸
縄
出
得
此
人
、
我
則
為
答
西
来
意
。」）（『
祖
堂
集
』
巻
第
十
六
・
石
霜
性
空
和
尚
、
七
三
九
頁
）
　
縄
を
借
り
ず
に
井
戸
に
い
る
人
間
を
救
出
す
る
の
は
と
て
も
無
理
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
で
、
石
霜
は
「
祖
師
西
来
意
」
へ
の
返
答
を
拒
否
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
拒
否
に
対
し
て
、
僧
は
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
。
僧
が
言
う
、「
そ
の
よ
う
な
こ
と
な
ら
、
湖
南
で
は
近
頃
、
暢
和
尚
も
人
々
に
あ
れ
こ
れ
言
っ
て
い
る
。」
師
は
沙
弥
を
呼
ん
で
、「
こ
の
死
体
を
引
き
ず
り
出
し
て
し
ま
え
」
と
い
う
。（
僧
云
、「
与
摩
則
湖
南
近
日
亦
有
暢
和
尚
為
師
僧
東
話
西
話
。」
師
喚
沙
弥
、「
拽
出
這
個
死
屍
著
。」）（
同
上
、
こ
の
一
段
は
前
段
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の
続
き
で
あ
る
）
　
こ
の
僧
は
お
そ
ら
く
各
地
を
回
っ
て
「
祖
師
西
来
意
」
に
対
す
る
禅
師
た
ち
の
拒
否
を
色
々
と
聞
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
僧
に
と
っ
て
、
石
霜
の
対
応
は
暢
和
尚
等
の
他
の
禅
師
と
違
い
は
な
く
、
あ
り
き
た
り
な
拒
否
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
僧
が
「
祖
師
西
来
意
」
を
尋
ね
て
求
め
た
の
は
、
自
分
を
悟
ら
せ
る
答
え
で
あ
り
、
あ
り
き
た
り
な
拒
否
で
は
な
い
。
石
霜
は
「
祖
師
西
来
意
」
に
対
す
る
教
示
に
相
手
を
執
着
さ
せ
な
い
た
め
に
教
示
を
拒
否
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
一
方
、
僧
は
石
霜
か
ら
拒
否
さ
れ
て
も
自
分
の
過
ち
を
認
識
せ
ず
、
師
の
答
え
に
不
満
を
述
べ
た
。
そ
こ
で
石
霜
は
、
こ
う
し
た
僧
は
他
人
の
言
葉
ば
か
り
追
い
求
め
て
い
る
死
体
に
す
ぎ
な
い
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
　
「
祖
師
西
来
意
」
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
際
に
、
ど
う
す
れ
ば
相
手
を
執
着
さ
せ
な
い
の
か
と
い
う
課
題
に
対
し
て
、
馬
祖
の
次
世
代
の
禅
師
は
、
無
理
な
こ
と
を
要
求
し
、
あ
る
い
は
後
述
の
よ
う
に
沈
黙
に
よ
っ
て
教
示
を
拒
否
す
る
と
い
う
対
応
を
提
示
し
た
。
そ
れ
ら
の
禅
師
は
拒
否
に
よ
っ
て
他
人
に
「
祖
師
西
来
意
」
を
尋
ね
る
の
を
や
め
さ
せ
、
そ
れ
は
自
分
自
身
に
問
う
べ
き
こ
と
だ
と
意
識
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、質
問
者
に
し
て
み
れ
ば
、
師
に
拒
否
さ
れ
て
も
、
自
分
が
求
め
る
こ
と
、
つ
ま
り
ど
う
す
れ
ば
悟
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
何
の
解
決
方
法
も
得
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
質
問
者
は
こ
の
疑
問
を
解
決
で
き
ぬ
ま
ま
、
各
地
を
回
っ
て
「
祖
師
西
来
意
」
に
つ
い
て
尋
ね
る
し
か
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
に
対
し
て
、
禅
師
た
ち
は
教
示
を
拒
否
す
る
だ
け
で
な
く
、
何
ら
か
の
対
応
で
質
問
者
を
悟
り
に
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
世
代
の
禅
師
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
新
た
な
課
題
が
出
現
し
た
。
　
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
禅
師
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
方
法
を
考
え
た
の
か
。
次
の
一
段
に
は
考
察
の
糸
口
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
あ
る
日
、
翠
微
が
法
堂
を
練
り
歩
い
て
い
る
時
、
師
（
投
子
大
同
）
が
近
づ
い
て
礼
拝
し
、
聞
い
て
言
う
、「
達
摩
が
天
竺
か
ら
来
た
意
図
に
つ
い
て
、
和
尚
は
ど
う
人
に
示
し
ま
す
か
。」
翠
微
は
し
ば
ら
く
止
ま
っ
て
い
る
。
師
は
ま
た
進
ん
で
言
う
、「
和
尚
の
教
え
を
お
願
い
し
ま
す
。」
翠
微
が
答
え
て
言
う
、「
い
か
ん
。
ま
た
二
杯
目
の
柄
杓
の
汚
水
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
を
欲
し
て
ど
う
す
る
の
か
。」
師
は
こ
の
言
葉
で
翠
微
の
意
図
を
理
解
し
て
、
礼
を
し
て
下
が
ろ
う
と
す
る
。
翠
微
は
言
う
、「
逃
げ
か
く
れ
る
な
。」
師
が
言
う
、「
時
機
が
来
た
ら
根
も
苗
も
自
ら
生
え
て
く
る
。」（
又
因
一
日
、
翠
微
在
法
堂
行
道
次
、
師
而
近
前
接
礼
、
問
曰
、「
西
来
密
旨
、
和
尚
如
何
指
示
於
人
。」
翠
微
駐
歩
須
臾
。
師
又
進
曰
、「
請
和
尚
指
示
。」
翠
微
答
曰
、「
不
可
。
事
須
要
第
二
杓
悪
水
漿
潑
作
摩
。」
師
於
言
下
承
旨
、
礼
謝
而
退
。
翠
微
云
、「
莫
挅
却
。」
師
曰
、「
時
至
根
苗
自
生
」。）（『
祖
堂
集
』
巻
第
六
・
投
子
和
尚
、
二
八
〇
頁
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投
子
大
同
（
八
一
九
〜
九
一
四
）
の
質
問
に
対
し
て
、
翠
微
は
ま
ず
沈
黙
し
た
。
こ
の
沈
黙
は
教
示
を
拒
否
す
る
意
思
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
投
子
は
再
び
翠
微
に
教
え
を
求
め
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
翠
微
が
ふ
た
つ
目
の
柄
杓
の
汚
水
を
求
め
る
こ
と
だ
と
述
べ
た
の
は
、
も
と
も
と
他
者
に
「
祖
師
西
来
意
」
に
つ
い
て
尋
ね
て
は
な
ら
な
い
の
だ
が
、
再
び
尋
ね
る
の
は
よ
り
大
き
な
過
ち
だ
、
と
い
う
意
図
を
込
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
投
子
は
翠
微
の
意
図
を
察
し
て
一
礼
を
し
て
下
が
ろ
う
と
し
た
が
、
翠
微
は
投
子
が
何
を
理
解
し
て
下
が
ろ
う
と
し
た
の
か
を
説
明
す
る
よ
う
求
め
た
。
そ
こ
で
、
投
子
は
す
で
に
翠
微
の
意
図
を
理
解
し
て
、「
祖
師
西
来
意
」は
分
か
る
時
に
は
自
ず
と
分
か
る
と
答
え
た
の
で
あ
っ
た
。
　
右
の
一
段
に
お
い
て
、
翠
微
の
沈
黙
は
教
示
を
拒
否
す
る
意
思
を
表
し
た
も
の
の
、
そ
れ
で
は
投
子
を
悟
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
投
子
は
、
翠
微
の
拒
否
し
た
意
図
を
理
解
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
の
だ
が
、
拒
否
が
自
分
を
悟
ら
せ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
引
き
続
き
翠
微
に
尋
ね
る
し
か
な
か
っ
た
。
だ
が
、
二
度
目
の
質
問
に
対
し
て
も
、
翠
微
は
ま
た
直
接
に
教
え
よ
う
と
は
せ
ず
、
喩
え
話
を
用
い
て
翠
微
の
過
ち
を
指
摘
し
た
。
か
く
し
て
、
投
子
は
よ
う
や
く
翠
微
の
真
意
を
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
に
至
っ
て
、「
祖
師
西
来
意
」
問
答
で
は
、
質
問
者
は
ま
ず
禅
師
の
対
応
に
対
し
て
不
満
を
述
べ
、
つ
い
で
自
分
を
悟
ら
せ
て
欲
し
い
と
い
う
要
求
を
重
ね
て
表
明
し
て
い
る
。
一
方
、
禅
師
は
質
問
者
の
重
ね
て
の
要
求
に
再
び
対
応
し
、相
手
を
言
葉
に
執
着
さ
せ
ず
、
し
か
も
悟
り
に
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
祖
堂
集
』
に
お
い
て
、
「
祖
師
西
来
意
」
問
答
は
、
こ
の
よ
う
に
展
開
し
、
自
分
を
悟
ら
せ
る
要
求
を
有
す
る
僧
と
相
手
を
執
着
さ
せ
ず
に
悟
り
に
導
く
課
題
を
有
す
る
禅
師
と
の
戦
い
の
場
へ
と
成
熟
し
た
。
　（
3
）　「
祖
師
西
来
意
」
の
質
問
に
対
す
る
趙
州
の
対
応
　
こ
う
し
た
戦
い
の
場
を
背
景
に
し
て
、
僧
の
「
祖
師
西
来
意
」
の
質
問
に
対
し
て
、
趙
州
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
た
の
か
。
こ
の
疑
問
に
関
し
て
、
ま
ず
、
次
の
一
段
か
ら
は
「
祖
師
西
来
意
」
の
質
問
に
対
す
る
趙
州
の
対
応
方
法
が
伺
え
る
。
聞
く
、「（
祖
師
が
）
西
方
か
ら
や
っ
て
来
た
意
図
と
は
何
で
す
か
。」
師
（
趙
州
）
が
言
う
、「
真
冬
の
寒
さ
厳
し
き
折
…
…）12
（
」。
あ
る
人
が
こ
の
話
を
雲
居
に
示
し
て
、
聞
く
、「
趙
州
が
あ
の
よ
う
に
言
っ
た
の
は
ど
ん
な
つ
も
り
で
す
か
。」
雲
居
が
言
う
、
「
冬
な
ら
あ
り
、夏
な
ら
無
い
。」
僧
が
こ
の
話
を
師
に
示
し
た
、
「
雲
居
が
あ
の
よ
う
に
言
っ
た
の
は
ど
ん
な
つ
も
り
で
す
か
。」
師
は
こ
れ
に
ち
な
ん
で
偈
を
作
っ
て
、「
石
橋
の
南
、趙
州
の
北
、
そ
の
中
に
観
音
や
弥
勒
が
い
る
。
祖
師
は
片
方
の
靴）13
（
を
残
し
た
が
、（
そ
の
祖
師
の
姿
は
）
今
で
も
見
つ
け
ら
れ
な
い
。」（
問
、
「
如
何
是
西
来
意
。」
師
云
、「
仲
冬
厳
寒
。」
有
人
挙
似
雲
居
、
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問
、「
只
如
趙
州
与
摩
道
、意
作
摩
生
。」
居
云
、「
冬
天
則
有
、
夏
月
則
無
。」
僧
挙
似
師
、「
只
如
雲
居
与
摩
道
、
意
作
摩
生
。」
師
因
此
便
造
偈
曰
、「
石
橋
南
、
趙
州
北
、
中
有
観
音
有
弥
勒
。
祖
師
留
下
一
隻
履
、
直
到
如
今
覓
不
得
。」）（『
祖
堂
集
』
巻
第
十
八
・
趙
州
和
尚
、
七
九
四
頁
）
　
こ
こ
で
は
、
趙
州
が
「
祖
師
西
来
意
」
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
際
に
、「
仲
冬
厳
寒
」
と
い
う
時
候
の
挨
拶
で
応
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。「
仲
冬
厳
寒
」
の
意
味
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
雲
居
道
膺
（
？
〜
九
〇
二
）
は
、「
冬
な
ら
あ
り
、
夏
な
ら
無
い
」
と
説
明
し
た
。「
仲
冬
厳
寒
」
と
い
う
挨
拶
は
、
冬
で
は
使
え
る
が
、
夏
な
ら
こ
の
挨
拶
は
使
え
な
く
な
る
。
こ
の
挨
拶
を
「
祖
師
西
来
意
」
の
質
問
に
対
す
る
答
え
と
し
て
考
え
る
と
、
雲
居
か
ら
見
れ
ば
、
趙
州
は
「
祖
師
西
来
意
」
に
対
す
る
答
え
は
時
候
の
挨
拶
の
よ
う
に
一
時
的
に
僧
が
求
め
て
い
る
真
意
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
い
つ
で
も
そ
の
真
意
を
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
伝
え
た
い
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
そ
の
質
問
者
は
雲
居
の
考
え
を
理
解
で
き
ず
、
更
に
趙
州
本
人
に
も
尋
ね
た
。
そ
の
際
、こ
の
一
連
の
事
に
ち
な
ん
で
、
趙
州
は
偈
を
作
っ
て
、
今
こ
の
寺
院
に
は
観
音
も
い
て
、
弥
勒
も
い
る
。
し
か
し
、
片
方
の
靴
を
残
し
た
達
摩
の
姿
を
探
そ
う
と
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
と
述
べ
た
。
趙
州
と
し
て
は
、
こ
の
偈
を
通
し
て
、
こ
の
寺
院
に
い
る
我
々
は
す
で
に
観
音
で
あ
り
、
弥
勒
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
質
問
者
は
彼
の
求
め
て
い
る
真
意
に
す
で
に
達
し
た
存
在
で
あ
る
の
に
、「
祖
師
西
来
意
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
自
分
に
聞
い
た
り
、
雲
居
に
聞
い
た
り
す
る
の
は
、
ま
る
で
姿
が
消
え
た
達
摩
を
探
す
よ
う
な
無
駄
な
行
為
だ
と
、
質
問
者
を
批
判
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
　
趙
州
の
対
応
を
整
理
す
る
と
、「
祖
師
西
来
意
」の
質
問
に
対
し
て
、
ま
ず
時
候
の
挨
拶
で
対
応
し
、
他
人
の
見
解
は
あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
語
で
あ
る
か
ら
、「
祖
師
西
来
意
」
に
対
す
る
他
人
の
答
え
を
求
め
て
そ
こ
に
執
着
し
て
は
な
ら
な
い
と
僧
に
伝
え
よ
う
と
し
た
。
そ
の
後
、
僧
が
自
分
の
意
図
を
理
解
せ
ず
に
む
や
み
に
尋
ね
続
け
て
い
る
の
を
見
て
、
ま
た
偈
を
作
っ
て
「
祖
師
西
来
意
」
を
他
人
に
尋
ね
る
の
は
無
意
味
だ
と
悟
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
　
『
祖
堂
集
』
に
お
い
て
、「
祖
師
西
来
意
」
問
答
に
ま
つ
わ
る
問
題
意
識
は
以
上
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
。「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
は
こ
う
し
た
重
層
的
な
議
論
を
背
景
に
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
祖
師
西
来
意
」
を
尋
ね
て
悟
り
を
求
め
る
僧
に
対
し
て
、
趙
州
に
も
相
手
を
執
着
さ
せ
ず
に
悟
り
に
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
趙
州
か
ら
見
る
と
、「
祖
師
西
来
意
」
を
他
人
に
尋
ね
る
事
自
体
が
無
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
趙
州
は
「
庭
先
の
柏
樹
」
と
答
え
た
。
そ
れ
は
、
意
味
の
な
い
よ
う
に
見
え
る
柏
樹
を
提
示
し
て
、
相
手
を
自
分
の
答
え
に
執
着
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、
他
人
に
求
め
る
こ
と
が
無
意
味
だ
と
意
識
さ
せ
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
78
答
え
に
対
す
る
僧
の
次
の
反
応
に
よ
っ
て
、
僧
自
身
の
問
題
点
が
露
わ
に
な
り
、
趙
州
は
更
な
る
対
応
を
し
て
悟
り
に
導
こ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
　「
莫
将
境
示
人
」
と
二
度
目
の
「
亭
前
栢
樹
子
」
　
続
い
て
、
本
節
で
は
、「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
の
残
る
次
の
二
つ
の
一
問
一
答
を
解
読
し
て
い
き
た
い
。
僧
が
言
う
、「
和
尚
、
境
に
よ
っ
て
示
さ
な
い
で
頂
き
た
い
。」
師
が
言
う
、「
わ
し
は
境
に
よ
っ
て
示
し
て
い
な
い
。」
僧
が
言
う
、「
で
は
、
祖
師
が
西
方
か
ら
や
っ
て
来
た
意
図
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。」
師
が
言
う
、「
庭
先
の
柏
樹
だ
。」（
僧
云
、「
和
尚
莫
将
境
示
人
。」
師
云
、「
我
不
将
境
示
人
。」
僧
云
、「
如
何
是
祖
師
西
来
意
。」
師
云
、「
亭
前
栢
樹
子
。」）（『
祖
堂
集
』
巻
第
十
八
・
趙
州
和
尚
、
七
八
九
頁
）
　
具
体
的
に
は
、
同
じ
非
難
に
対
す
る
雪
峰
の
見
解
を
参
考
に
し
、
そ
の
対
応
に
対
す
る
趙
州
の
批
判
か
ら
趙
州
の
態
度
を
伺
い
、
更
に
こ
う
し
た
態
度
を
踏
ま
え
た
上
で
「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
に
お
け
る
趙
州
自
身
の
対
応
を
解
釈
す
る
。
　（
1
）　「
莫
将
境
示
人
」
に
対
す
る
雪
峰
義
存
の
見
解
　
「
亭
前
栢
樹
子
」
と
い
う
答
え
に
対
し
て
、
僧
は
不
満
を
抱
い
た
。
僧
か
ら
見
る
と
、「
亭
前
栢
樹
子
」
と
は
庭
先
の
柏
樹
と
い
う
外
境
を
指
す
答
え
に
過
ぎ
ず
、
決
し
て
「
祖
師
西
来
意
」
を
表
し
て
自
分
を
悟
ら
せ
る
答
え
で
は
な
い
。
前
節
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、「
祖
師
西
来
意
」
を
め
ぐ
る
問
答
に
お
い
て
、
質
問
者
も
多
く
の
僧
と
同
様
、
禅
師
が
「
祖
師
西
来
意
」
に
つ
い
て
簡
単
に
教
え
て
く
れ
な
い
と
知
っ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
で
、
僧
は
「
莫
将
境
示
人
」
と
言
い
、
趙
州
が
答
え
た
「
亭
前
栢
樹
子
」
は
境
だ
と
指
摘
し
た
上
で
、
境
に
よ
っ
て
示
さ
ず
本
当
の
「
祖
師
西
来
意
」
を
教
え
て
下
さ
い
と
し
て
、
趙
州
を
非
難
し
た
と
思
わ
れ
る
。
　
「
莫
将
境
示
人
」
に
対
し
て
、
趙
州
は
た
だ
「
境
に
よ
っ
て
示
し
て
い
な
い
」
と
否
定
し
た
が
、
こ
の
非
難
に
対
し
て
正
面
か
ら
弁
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
莫
将
境
示
人
」
を
め
ぐ
っ
て
詳
し
く
議
論
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
同
時
代
の
雪
峰
義
存
（
八
二
二
〜
九
〇
八
）
と
あ
る
僧
と
の
問
答
が
あ
る
。
更
に
、
雪
峰
の
対
応
に
対
す
る
趙
州
の
批
判
も
そ
の
後
に
続
き
、
そ
こ
か
ら
趙
州
の
態
度
も
窺
え
る
。「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
を
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
手
が
か
り
と
し
て
「
莫
将
境
示
人
」
と
答
え
た
僧
の
問
題
点
及
び
そ
れ
に
対
す
る
雪
峰
の
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
僧
が
蘇
州
西
禅
に
聞
く
、「
経
典
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
聞
き
ま
せ
ん
。
祖
師
が
西
方
か
ら
来
た
本
当
の
意
に
つ
い
て
、
一
言
お
願
い
し
ま
す
。」
西
禅
は
払
子
を
立
て
た
。
そ
の
僧
は
納
得
で
き
な
い
。
後
に
雪
峰
に
行
っ
た
。
師
（
雪
峰
義
存
）
が
聞
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く
、「
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。」
答
え
て
言
う
、「
西
禅
か
ら
来
ま
し
た
。」
師
が
言
う
、「
ど
ん
な
仏
法
に
関
わ
る
話
が
あ
る
の
か
。」
僧
が
前
の
話
を
示
し
た
。
師
が
い
う
、「
お
ま
え
は
納
得
す
る
の
か
。」
答
え
て
言
う
、「
納
得
で
き
る
も
の
で
す
か
。」
師
が
言
う
、「
で
は
、
納
得
で
き
な
い
理
由
を
言
え
る
の
か
。」
答
え
て
言
う
、「
何
を
お
聞
き
に
な
る
の
で
す
か
。
西
禅
和
尚
は
境
に
よ
っ
て
人
に
示
し
ま
し
た
。」
師
が
言
う
、「
お
ま
え
は
西
禅
か
ら
こ
こ
に
至
る
ま
で
、
幾
つ
か
の
森
を
経
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
全
て
は
境
だ
。
な
ん
で
お
ま
え
は
そ
れ
ら
に
は
納
得
し
て
、
た
だ
払
子
だ
け
に
納
得
で
き
な
い
の
か
。」
僧
は
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
師
が
い
う
、「
乾
坤
の
す
べ
て
は
一
つ
の
眼
だ
。
お
前
た
ち
は
ど
こ
で
用
を
足
す
の
か
。」
雪
峰
の
弟
子
で
あ
る
長
慶
慧
稜
が
答
え
て
言
う
、「
和
尚
は
な
ぜ
そ
ん
な
に
繰
り
返
し
て
こ
の
人
を
馬
鹿
に
す
る
の
で
す
か
。」
（
僧
問
蘇
州
西
禅
、「
三
乗
十
二
分
教
則
不
問
、
祖
師
西
来
的
的
意
、
只
請
一
言
。」
西
禅
竪
起
払
子
。
其
僧
不
肯
。
後
到
雪
峰
、
師
問
、「
什
摩
処
来
。」
対
云
、「
西
禅
来
。」
師
云
、「
有
什
摩
仏
法
因
縁
。」
僧
挙
前
話
。
師
云
、「
你
還
肯
也
無
。」
対
云
、「
作
摩
生
肯
。」
師
云
、「
作
摩
生
説
不
肯
底
道
理
。」
対
云
、「
什
摩
生
問
。
師
将
境
示
人
。」
師
云
、「
是
你
従
西
禅
与
摩
来
到
這
裏
、
過
却
多
少
林
木
、
惣
是
境
。
你
因
什
摩
不
不
肯
、
只
得
不
肯
払
子
。」
僧
無
対
。
因
此
師
云
、「
尽
乾
坤
是
一
个
眼
、
是
你
諸
人
向
什
摩
処
放
不
浄
。」
慶
対
云
、「
和
尚
何
得
重
重
相
欺
。」）（『
祖
堂
集
』
巻
第
七
・
雪
峯
和
尚
、
三
五
二
頁
）
　
払
子
を
立
て
る
と
い
う
行
為
は
相
手
に
真
理
を
示
す
際
に
、
禅
師
が
し
ば
し
ば
用
い
た
方
法
で
あ
る）14
（
が
、
僧
は
西
禅
の
こ
の
対
応
に
納
得
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
僧
は
雪
峰
義
存
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
西
禅
と
の
や
り
と
り
を
雪
峰
に
告
げ
て
、
自
ら
納
得
で
き
な
い
理
由
、
つ
ま
り
西
禅
の
教
示
は
「
境
」
に
よ
る
も
の
で
し
か
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。
僧
に
し
て
み
れ
ば
、
払
子
と
い
う
も
の
は
あ
く
ま
で
も
「
境
」
で
あ
り
、
決
し
て
「
祖
師
西
来
意
」
で
は
な
い
。
　
僧
の
不
満
を
聞
い
た
雪
峰
は
僧
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
雪
峰
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
僧
は
払
子
を
「
境
」
と
し
て
考
え
、
そ
れ
を
「
祖
師
西
来
意
」
を
表
す
正
解
と
し
て
認
め
な
い
。
し
か
し
、
林
や
景
色
等
の
普
段
の
生
活
に
お
け
る
「
境
」
で
あ
る
あ
ら
ゆ
る
物
事
を
疑
問
視
せ
ず
に
受
け
入
れ
て
い
る
の
に
、「
祖
師
西
来
意
」
を
尋
ね
る
際
に
払
子
だ
け
を
「
境
」
と
い
う
理
由
で
納
得
し
な
い
の
は
矛
盾
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
僧
は
問
答
で
西
禅
が
示
し
て
く
れ
た
払
子
に
対
し
て
、
普
段
の
生
活
の
体
験
か
ら
離
れ
て
、
払
子
の
み
を
否
定
す
べ
き
「
境
」
と
し
て
特
別
視
し
た
わ
け
で
あ
る
。
　
こ
の
指
摘
を
受
け
た
僧
の
沈
黙
を
見
て
、
雪
峰
は
更
に
「
世
界
の
す
べ
て
が
一
つ
の
眼
だ
」（
尽
乾
坤
是
一
個
眼
）
と
教
示
し
た
。「
尽
乾
坤
…
…
」
と
い
う
句
は
雪
峰
の
口
癖
で
あ
る
。『
祖
堂
集
』
で
は
、
雪
峰
は
ま
た
「
尽
乾
坤
是
個
解
脱
門
」
と
も
言
っ
た
。「
尽
乾
坤
80
…
…
」
と
い
う
句
に
あ
る
雪
峰
の
見
解
を
解
明
す
る
た
め
に
、ま
ず
、
次
の
一
段
を
手
が
か
り
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
あ
る
時
上
堂
し
、
皆
が
久
し
く
（
黙
っ
て
）
立
っ
て
い
る
と
、
師
が
言
う
、「
こ
の
ま
ま
で
受
け
止
め
れ
ば
、
そ
れ
は
最
も
簡
単
な
方
法
だ
。
更
に
わ
し
の
口
に
求
め
る
の
を
や
め
な
さ
い
。
（
こ
の
真
理
を
）
三
世
諸
仏
は
唱
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
十
二
分
教
に
も
載
せ
ら
れ
な
い
。
今
更
人
の
よ
だ
れ
や
鼻
水
を
味
わ
う
男
が
分
か
る
も
の
か
。
わ
し
が
普
段
お
前
た
ち
に
『
こ
れ
は
何
だ
』
と
聞
く
と
、
お
前
た
ち
は
す
ぐ
に
近
寄
っ
て
来
て
答
え
を
求
め
る
。（
そ
う
す
れ
ば
）
い
つ
に
な
っ
た
ら
わ
か
る
の
か
。
や
む
を
得
ず
、
お
前
た
ち
に
こ
う
言
っ
て
い
た
の
も
、
す
で
に
お
前
た
ち
を
馬
鹿
に
し
て
い
る
の
だ
。
お
前
た
ち
に
言
う
、『
そ
の
門
の
敷
居
を
跨
ぐ【
跨
ぐ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。口
化
の
反
。】
前
に
す
で
に
教
え
た
の
だ
』、
と
。
お
前
た
ち
わ
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
わ
し
の
老
婆
心
だ
。
最
も
簡
単
な
方
法
を
背
負
い
込
ま
ず
、
た
だ
前
に
進
ん
で
言
葉
を
求
め
る
。
お
前
た
ち
に 
『
乾
坤
の
す
べ
て
は
解
脱
の
門
だ
』 
と
言
っ
て
も
、（
そ
の
門
に
）
い
つ
も
入
ろ
う
と
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
こ
こ
で
走
り
回
り
、
人
に
会
う
た
び
に
『
ど
れ
が
本
当
の
私
な
の
か
』
と
聞
い
て
、
恥
ず
か
し
く
な
い
か
。
そ
れ
は
た
だ
自
ら
苦
し
ん
で
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
、『
川
の
ほ
と
り
で
喉
が
渇
い
て
死
ん
だ
人
は
無
数
で
、
飯
櫃
の
中
に
い
な
が
ら
腹
ペ
コ
の
者
も
恒
河
の
砂
の
よ
う
に
無
数
だ
』
と
言
う
。
…
…
（
有
時
上
堂
。
衆
立
久
、
師
云
、「
便
与
摩
承
当
、
却
最
好
省
要
。
莫
教
更
到
這
老
師
口
裏
来
。
三
世
諸
仏
不
能
唱
、
十
二
分
教
載
不
起
。
如
今
嚼
涕
唾
漢
争
得
会
。
我
尋
常
向
師
僧
道
『
是
什
摩
』、
便
近
前
来
見
答
話
処
。
驢
年
識
得
摩
。
事
不
得
已
、
向
汝
与
摩
道
、
已
是
平
欺
汝
了
也
。
向
汝
道
、『
未
𡕒
【
跨
歩
也
、
口
化
反
】
門
以
前
早
共
汝
商
量
了
。』
還
会
摩
。
亦
是
老
婆
心
也
。
省
力
処
不
肯
当
荷
、
但
知
踏
歩
向
前
覓
言
語
。
向
汝
道
、『
尽
乾
坤
是
個
解
脱
門
』、
総
不
肯
入
、
但
知
在
裏
許
乱
走
、
逢
著
人
便
問
、『
阿
那
個
是
我
。』
還
著）15
（
摩
。
只
是
自
受
屈
、
所
以
道
、『
臨
河
渴
水
死
人
無
数
、
飯
籮
裏
受
餓
人
如
恒
河
沙
。』
…
…
」（『
祖
堂
集
』
巻
第
七
・
雪
峯
和
尚
、
三
四
六
頁
）
　
ま
ず
、
こ
の
一
段
か
ら
雪
峰
の
教
示
を
ま
と
め
る
。
本
当
の
真
理
を
そ
の
ま
ま
悟
る
の
は
最
も
良
い
。
し
か
し
、
弟
子
た
ち
は
そ
れ
が
分
か
ら
ず
に
ひ
た
す
ら
師
に
正
解
を
求
め
て
い
た
。
雪
峰
か
ら
見
る
と
、
弟
子
た
ち
の
行
動
は
全
く
無
駄
な
苦
労
で
あ
る
か
ら
、
弟
子
た
ち
に
「
そ
の
真
理
は
す
で
に
教
え
た
」
と
言
い
、
ま
た
「
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
物
事
が
解
脱
の
門
だ
」
と
言
っ
た
。
そ
れ
で
も
弟
子
た
ち
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
を
見
て
、
雪
峰
は
身
の
回
り
に
解
脱
へ
の
入
り
口
が
あ
る
の
に
ず
っ
と
気
づ
い
て
い
な
い
と
指
摘
し
た
。
　
禅
師
に
参
じ
て
き
た
僧
は
悟
り
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
雪
峰
か
ら
見
る
と
、
悟
り
へ
の
入
り
口
は
他
人
に
求
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め
る
も
の
で
は
な
く
、
身
の
回
り
に
存
在
す
る
こ
の
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
物
事
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
解
脱
す
る
の
は
最
も
簡
単
な
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
誰
も
こ
の
こ
と
を
意
識
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
他
人
に
尋
ね
続
け
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
、
雪
峰
は
弟
子
た
ち
に
「
世
界
の
す
べ
て
が
解
脱
の
門
だ
」
と
明
示
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
世
界
で
生
き
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
す
で
に
解
脱
の
世
界
で
生
き
て
い
る
と
等
し
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
け
ば
、
直
ち
に
解
脱
す
る
の
だ
と
い
う
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
　
西
禅
に
参
じ
た
僧
と
の
問
答
に
お
い
て
、
雪
峰
は
、
林
等
の
景
色
も
境
だ
が
ど
う
し
て
疑
問
視
せ
ず
に
受
け
入
れ
て
い
る
の
か
と
指
摘
し
た
。
そ
こ
に
も
、
払
子
や
林
等
と
い
っ
た
普
段
の
生
活
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
物
事
が
自
分
の
心
の
現
れ
で
あ
り
、こ
の
こ
と
こ
そ
が「
祖
師
西
来
意
」
だ
と
い
う
含
意
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、
雪
峰
は
「
尽
乾
坤
是
一
個
眼
」
と
言
っ
た
。
こ
こ
で
雪
峰
は
「
解
脱
の
門
」
と
異
な
る
表
現
で
あ
る
「
眼
」
を
用
い
た
が
、
右
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、「
尽
乾
坤
是
個
解
脱
門
」
と
言
っ
た
雪
峰
に
は
、
今
の
世
界
と
解
脱
の
世
界
と
は
常
に
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
両
者
が
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
さ
え
気
づ
け
ば
、
直
ち
に
解
脱
で
き
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
こ
こ
で
、「
尽
乾
坤
是
一
個
眼
」
と
言
っ
た
の
も
、
客
観
の
世
界
と
自
分
の
心
は
一
体
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
踏
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
物
事
が
自
分
の
心
の
現
れ
で
あ
り
、
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
自
心
こ
そ
が
仏
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
両
者
の
一
体
を
悟
っ
た
の
は
「
祖
師
西
来
意
」
を
悟
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
眼
」
と
表
現
し
た
の
は
、
こ
の
世
界
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
「
祖
師
西
来
意
」
を
見
る
眼
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　（
2
）　
雪
峰
の
見
解
に
対
す
る
批
判
　
以
上
、「
莫
将
境
示
人
」
に
対
す
る
雪
峰
の
指
摘
及
び
見
解
を
見
て
き
た
。「
尽
乾
坤
是
一
個
眼
」
を
踏
ま
え
て
、
雪
峰
は
ま
た
「
お
前
た
ち
は
ど
こ
で
用
を
足
す
の
か
」と
弟
子
に
反
問
し
た
。
つ
ま
り
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
物
事
は
西
来
意
と
し
て
の
自
心
の
現
れ
で
あ
る
以
上
、
す
で
に
そ
こ
で
用
を
足
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
意
味
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
雪
峰
の
弟
子
で
あ
る
長
慶
慧
稜
（
八
五
四
〜
九
三
二
）
は
師
の
対
応
を
批
判
し
た
。
雪
峰
は
僧
に
対
し
て
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
物
事
は
境
で
あ
り
、
そ
の
境
は
認
め
る
べ
き
も
の
だ
と
い
う
よ
う
に
一
方
的
に
自
分
の
見
解
を
押
し
付
け
、
更
に
そ
の
境
で
用
を
足
す
の
は
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
強
調
し
た
結
果
、
雪
峰
の
教
示
を
受
け
た
弟
子
は
雪
峰
が
示
し
た
「
境
」
に
執
着
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
長
慶
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
教
示
は
僧
を
戸
惑
わ
せ
る
こ
と
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
問
答
の
直
後
、『
祖
堂
集
』
巻
第
七
に
は
次
の
二
段
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
人
が
こ
の
話（
西
禅
に
参
じ
た
僧
に
対
す
る
雪
峰
の
教
示
）
を
趙
州
に
示
し
た
。
趙
州
が
言
う
、「
お
ま
え
さ
ん
が
も
し
閩
に
行
く
な
ら
、シ
ャ
ベ
ル
を
や
る
。」（
有
人
持
此
語
挙
似
趙
州
。
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趙
州
云
、「
上
座
若
入
閩
、寄
上
座
一
個
鍬
子
去
。」）（『
祖
堂
集
』
巻
第
七
・
雪
峯
和
尚
、
三
五
三
頁
）
翠
岩
が
師
（
雪
峰
義
存
）
の
話
を
踈
山
に
示
し
た
。
踈
山
が
言
う
、「
雪
峰
を
二
十
棒
打
っ
て
、
用
を
足
す
穴
に
突
き
落
と
せ
。」
翠
岩
が
言
う
、「
和
尚
さ
ん
が
そ
う
言
う
の
は
、
雪
峰
の
過
ち
を
打
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」踈
山
が
言
う
、「
そ
う
だ
。」
翠
岩
が
言
う
、「
で
は
、
眼
は
一
体
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。」
踈
山
が
言
う
、「『
心
経
』
に
無
眼
耳
鼻
舌
身
意
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。」
翠
岩
は
納
得
で
き
ず
に
言
う
、「
違
い
ま
す
、
和
尚
」
踈
山
は
黙
っ
て
し
ま
っ
た
。（
翠
岩
持
師
語
挙
似
踈
山
。
踈
山
云
、「
雪
峰
打
二
十
捧）16
（
、
推
向
屎
坑
裏
著
。」
翠
岩
云
、「
和
尚
与
摩
道
、豈
不
是
打
他
雪
峰
過
。」
踈
山
云
、「
是
也
。」
岩
云
、
「
眼
又
作
摩
生
。」
踈
山
云
、「
不
見
心
経
云
、『
無
眼
耳
鼻
舌
身
意
』。」
岩
不
肯
、
云
、「
不
是
、
和
尚
。」
踈
山
無
言
。）（
同
上
、
こ
の
一
段
は
前
段
の
続
き
で
あ
る
）
　
趙
州
の
対
応
を
理
解
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
そ
の
直
後
の
翠
岩
と
踈
山
と
の
問
答
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
翠
岩
は
雪
峰
の
弟
子
で
あ
る
。
翠
岩
か
ら
雪
峰
の
話
を
聞
い
た
踈
山
は
雪
峰
を
打
っ
て
用
を
足
す
穴
に
突
き
落
と
せ
と
斥
け
た
。
西
来
意
と
し
て
の
自
心
と
一
体
で
あ
る
こ
の
世
界
で
用
を
足
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
言
っ
た
雪
峰
を
、
用
を
足
す
穴
に
突
き
落
と
し
て
、
自
分
で
現
実
に
お
け
る
用
を
足
す
処
を
実
感
し
ろ
と
い
う
ふ
う
に
斥
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
踈
山
が
雪
峰
の
発
言
を
批
判
し
て
い
る
と
知
っ
た
翠
岩
は
、
で
は
、
そ
の
「
眼
」
は
ど
う
理
解
す
れ
ば
良
い
の
か
と
い
う
よ
う
に
踈
山
に
尋
ね
た
。
翠
岩
は
師
説
を
堅
持
し
て
自
分
な
り
の
理
解
を
有
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
踈
山
か
ら
す
れ
ば
、
翠
岩
は
「
眼
」
と
い
う
言
葉
に
執
着
し
て
い
る
修
行
者
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
翠
岩
を
「
眼
」
か
ら
解
脱
さ
せ
る
た
め
に
『
般
若
心
経
』
の
言
葉
を
借
り
て
「
眼
」
な
ど
は
な
い
と
伝
え
た
。
し
か
し
、
翠
岩
は
『
心
経
』
を
借
り
た
踈
山
の
否
定
を
認
め
な
か
っ
た
。
結
局
、
踈
山
は
翠
岩
に
自
分
の
考
え
は
通
じ
な
い
と
見
て
無
言
に
な
っ
た
。
雪
峰
の
教
示
及
び
そ
の
教
示
を
受
け
た
雪
峰
の
弟
子
に
対
す
る
、
踈
山
の
批
判
の
視
点
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
　
お
そ
ら
く
趙
州
も
ま
た
雪
峰
の
教
示
に
あ
る
過
ち
に
気
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
。「
お
前
た
ち
は
ど
こ
で
用
を
足
す
の
か
」
と
い
う
雪
峰
の
一
句
を
受
け
た
僧
に
対
し
て
、「
福
建
に
行
く
な
ら
シ
ャ
ベ
ル
を
や
る
」
と
対
応
し
た
。
雪
峰
山
は
福
建
に
あ
る
。
こ
こ
で
趙
州
は
、
も
し
雪
峰
の
と
こ
ろ
に
行
く
な
ら
、
彼
の
反
問
に
対
し
て
、
こ
う
し
て
対
応
し
な
さ
い
と
僧
に
告
げ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
対
応
の
意
味
と
は
、
自
分
の
心
と
一
体
で
あ
り
、
そ
こ
で
用
を
足
す
こ
と
も
で
き
な
い
世
界
を
示
し
た
雪
峰
に
対
し
て
、
シ
ャ
ベ
ル
を
用
い
て
穴
を
掘
れ
ば
用
を
足
す
こ
と
が
で
き
る
現
実
世
界
を
示
す
わ
け
で
あ
る
。
　
雪
峰
に
対
す
る
批
判
を
ま
と
め
る
と
、「
莫
将
境
示
人
」
と
言
っ
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た
僧
の
過
ち
を
指
摘
し
た
の
に
、
雪
峰
は
ま
た
「
境
」
に
対
し
て
西
来
意
た
る
自
心
の
現
れ
と
い
う
新
た
な
意
義
づ
け
を
行
い
、
そ
れ
を
現
実
世
界
か
ら
遊
離
さ
せ
る
恐
れ
を
生
ん
だ
。
こ
れ
は
、
こ
の
発
言
を
聞
い
た
僧
を
新
た
に
現
実
世
界
か
ら
遊
離
し
た
特
殊
な
意
味
を
持
っ
た
「
境
」
に
執
着
さ
せ
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
踈
山
は
雪
峰
を
用
を
足
す
穴
に
突
き
落
と
せ
と
斥
け
、
趙
州
は
用
を
足
す
穴
を
掘
る
た
め
の
シ
ャ
ベ
ル
を
や
り
、
二
人
は
と
も
に
雪
峰
の
教
示
に
対
し
て
、
現
実
世
界
に
密
着
せ
よ
と
示
し
、
雪
峰
の
教
示
を
批
判
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
雪
峰
の
教
示
に
対
す
る
批
判
か
ら
、
現
実
世
界
か
ら
離
れ
な
い
と
い
う
趙
州
の
視
点
が
窺
え
た
。
こ
う
し
た
趙
州
自
身
は
「
莫
将
境
示
人
」
と
非
難
さ
れ
た
際
に
、「
境
に
よ
っ
て
示
し
て
い
な
い
」
と
否
定
し
た
。
右
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、「
莫
将
境
示
人
」
と
言
っ
た
僧
に
は
、
普
段
の
生
活
の
体
験
か
ら
離
れ
て
問
答
に
お
い
て
師
に
示
さ
れ
た
も
の
（
こ
こ
で
、
そ
の
も
の
は
庭
先
の
柏
樹
で
あ
る
）
を
「
境
」
に
過
ぎ
な
い
と
し
、
そ
れ
を
「
祖
師
西
来
意
」
を
悟
る
た
め
に
否
定
す
べ
き
も
の
と
捉
え
た
と
い
う
過
ち
が
あ
る
。
趙
州
は
こ
う
し
た
過
ち
に
対
し
て
、
対
応
し
た
わ
け
で
あ
る
。
次
に
、
こ
の
否
定
の
含
意
及
び
最
後
の
一
問
一
答
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　（
3
）　
二
度
目
の
「
亭
前
栢
樹
子
」
　
「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
で
は
、「
莫
将
境
示
人
」
と
非
難
し
た
僧
に
対
し
て
、
趙
州
が
「
境
に
よ
っ
て
示
し
て
い
な
い
」
と
否
定
し
た
の
は
、
先
に
答
え
た
「
亭
前
栢
樹
子
」
と
は
お
前
さ
ん
が
考
え
て
い
る
「
境
」
で
は
な
い
。
さ
ぁ
、
こ
の
「
境
」
で
は
な
い
亭
前
栢
樹
子
と
は
何
だ
、
と
僧
を
考
え
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
僧
は
趙
州
の
答
え
か
ら
自
分
の
過
ち
を
意
識
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
僧
は
、
趙
州
が
「
境
に
よ
っ
て
示
し
て
い
な
い
」
と
言
う
以
上
、
も
う
一
度
尋
ね
れ
ば
、
境
で
は
な
い
、
本
当
の
「
祖
師
西
来
意
」
を
教
え
て
く
れ
る
は
ず
だ
と
思
い
込
ん
で
、
再
び
「
祖
師
西
来
意
」
に
つ
い
て
趙
州
に
尋
ね
た
。
　
趙
州
か
ら
見
る
と
、
僧
が
再
び
「
祖
師
西
来
意
」
を
尋
ね
て
き
た
の
は
自
分
の
意
図
を
理
解
せ
ず
、
短
絡
的
に
「
祖
師
西
来
意
」
に
関
す
る
教
え
を
求
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、趙
州
は
再
び
「
亭
前
栢
樹
子
」
と
答
え
た
。
趙
州
の
最
初
の
答
え
と
異
な
り
、
こ
の
二
度
目
の
「
亭
前
栢
樹
子
」
は
「
境
に
よ
っ
て
示
し
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
た
答
え
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
祖
師
西
来
意
」
に
対
す
る
答
え
で
あ
る
「
亭
前
栢
樹
子
」
は
「
境
」
で
は
な
く
、
亭
前
栢
樹
子
そ
の
も
の
だ
と
趙
州
は
伝
え
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
そ
れ
は
一
体
ど
ん
な
意
味
な
の
か
。
次
の
一
段
か
ら
そ
れ
を
理
解
す
る
手
が
か
り
を
見
て
い
き
た
い
。
南
泉
が
銅
瓶
を
指
し
て
僧
に
聞
く
、「
内
が
清
浄
な
の
か
、
外
が
清
浄
な
の
か
、お
前
は
言
っ
て
み
な
さ
い
。」
僧
が
言
う
、「
内
も
外
も
全
部
清
浄
で
す
。」
そ
こ
で
師
に
聞
く
。
師
は
瓶
を
蹴
84
り
飛
ば
し
た
。（
南
泉
指
銅
瓶
問
僧
、「
汝
道
内
浄
外
浄
。」僧
云
、
「
内
外
倶
浄
。」
却
問
師
。
師
便
剔
却
。）（『
祖
堂
集
』
巻
第
十
八
・
趙
州
和
尚
、
七
九
四
頁
）
　
南
泉
は
趙
州
の
師
匠
で
あ
る
。こ
こ
で
、南
泉
は
瓶
を
借
り
て「
内
」
「
外
」
と
い
う
概
念
に
対
す
る
あ
る
弟
子
の
見
解
を
試
し
て
い
た
。
南
泉
の
質
問
を
聞
い
た
そ
の
弟
子
は
内
外
と
も
に
清
浄
だ
と
答
え
た
。
そ
の
後
、
南
泉
は
同
じ
質
問
を
趙
州
に
聞
い
て
み
た
が
、
趙
州
は
瓶
ま
る
ご
と
を
蹴
り
飛
ば
し
た
。
趙
州
か
ら
見
る
と
、瓶
に
「
内
」
「
外
」
と
い
う
概
念
を
付
し
て
見
解
を
試
し
た
の
は
す
で
に
概
念
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
行
為
で
あ
る
の
に
、
南
泉
の
弟
子
が
「
内
外
と
も
に
清
浄
だ
」
と
答
え
た
の
は
更
な
る
過
ち
に
な
っ
た
。
南
泉
に
同
じ
質
問
を
さ
れ
た
趙
州
は
、
瓶
を
蹴
り
飛
ば
し
た
。
そ
れ
は
、
瓶
は
瓶
そ
の
も
の
で
あ
り
、「
内
」「
外
」
等
の
概
念
が
介
在
す
る
余
地
は
な
く
、
こ
こ
に
概
念
を
付
し
て
詮
索
す
る
の
を
や
め
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
趙
州
が
現
実
の
物
事
に
概
念
を
付
し
て
そ
の
概
念
を
詮
索
す
る
行
為
を
厭
悪
す
る
態
度
が
伺
え
る
。
　
「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
に
お
い
て
、「
亭
前
栢
樹
子
」
が
「
境
」
で
は
な
く
、
亭
前
栢
樹
子
そ
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
は
、「
亭
前
栢
樹
子
」
に
「
境
」
と
い
う
概
念
を
付
し
て
、
そ
れ
を
用
い
て
「
亭
前
栢
樹
子
」
に
つ
い
て
詮
索
す
る
の
を
や
め
な
さ
い
と
い
う
意
図
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
二
度
目
の
「
亭
前
栢
樹
子
」
と
は
、
ま
さ
に
「
境
」
と
い
う
概
念
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
僧
を
そ
こ
か
ら
解
放
し
、「
境
」
等
の
概
念
が
成
立
す
る
以
前
の
現
実
、
つ
ま
り
「
亭
前
栢
樹
子
」
は
庭
先
の
柏
樹
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
現
実
に
立
ち
返
ら
せ
る
た
め
の
教
示
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
教
示
は
、
僧
を
師
の
言
葉
へ
の
執
着
か
ら
解
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
祖
師
西
来
意
」
を
悟
る
こ
と
に
導
こ
う
と
す
る
対
応
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
　
以
上
の
検
討
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
庭
前
柏
樹
子
」
問
答
を
取
り
扱
う
と
き
に
多
用
さ
れ
て
き
た
『
趙
州
録
』
の
記
載
と
最
も
古
い
記
載
で
あ
る
『
祖
堂
集
』
の
記
載
を
区
別
し
た
上
で
、『
祖
堂
集
』
の
文
脈
に
従
っ
て
そ
こ
の
「
亭
前
栢
樹
子
」
問
答
を
あ
ら
た
め
て
解
読
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
　
ま
ず
、
馬
祖
は
、「
祖
師
西
来
意
」
と
は
「
即
心
即
仏
」（
心
こ
そ
が
仏
だ
）
を
そ
の
内
容
と
す
る
こ
と
と
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
馬
祖
の
言
葉
に
執
着
し
て
い
る
人
が
増
え
て
い
る
た
め
、
馬
祖
の
次
世
代
の
禅
師
は
「
祖
師
西
来
意
」
に
対
し
て
教
示
を
拒
否
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
拒
否
だ
け
に
よ
っ
て
質
問
者
を
悟
り
に
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
質
問
者
の
問
題
点
に
応
じ
て
更
な
る
対
応
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
を
重
ね
て
き
て
、「
祖
師
西
来
意
」問
答
は
、
自
分
を
悟
ら
せ
る
と
い
う
要
求
を
有
す
る
僧
と
相
手
を
執
着
さ
せ
ず
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に
悟
り
に
導
く
と
い
う
課
題
を
有
す
る
禅
師
と
の
戦
い
の
場
に
成
熟
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
に
お
い
て
、
趙
州
は
「
祖
師
西
来
意
」
を
尋
ね
て
き
た
僧
に
対
し
て
、「
庭
先
の
柏
樹
」と
答
え
た
わ
け
で
あ
る
。
　
次
に
、
趙
州
に
「
莫
将
境
示
人
」
と
非
難
し
た
僧
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
あ
る
僧
と
雪
峰
義
存
と
の
問
答
か
ら
解
読
の
手
が
か
り
を
得
た
。
つ
ま
り
、
禅
師
と
の
問
答
に
お
い
て
は
、
禅
師
の
答
え
を
「
境
」
と
捉
え
た
が
、
普
段
の
生
活
に
お
い
て
は
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
物
事
を
疑
問
視
せ
ず
に
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
点
に
対
し
て
、
雪
峰
は
「
世
界
の
す
べ
て
は
一
つ
の
眼
だ
」
と
言
い
、そ
こ
に
客
観
の
世
界
と
自
分
の
心
は
そ
も
そ
も
一
体
だ
か
ら
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
物
事
は
「
西
来
意
」
で
あ
る
自
分
の
心
の
現
れ
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
祖
師
西
来
意
」
を
見
る
眼
だ
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
雪
峰
の
そ
の
発
言
に
は
、
物
事
を
現
実
か
ら
遊
離
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
対
し
て
趙
州
等
の
禅
師
が
批
判
し
た
。
趙
州
は
用
を
足
す
穴
を
掘
る
た
め
の
シ
ャ
ベ
ル
を
や
り
、
現
実
世
界
に
対
す
る
密
着
を
示
し
た
。
こ
う
い
う
視
点
を
手
が
か
り
と
し
て
、「
亭
前
栢
樹
子
」問
答
の
後
半
を
見
て
み
る
と
、
趙
州
が
「
境
に
よ
っ
て
示
し
て
い
な
い
」
と
否
定
し
た
の
は
僧
自
身
に
、「
境
」
で
は
な
い
「
亭
前
栢
樹
子
」
と
は
何
だ
と
考
え
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
僧
は
趙
州
の
意
図
を
理
解
し
な
か
っ
た
た
め
、
趙
州
は
二
度
目
の
「
亭
前
栢
樹
子
」
と
い
う
答
え
を
提
示
し
た
。
南
泉
と
の
問
答
か
ら
、
趙
州
が
現
実
の
物
事
に
概
念
を
付
し
て
そ
の
概
念
を
詮
索
す
る
行
為
を
厭
悪
す
る
態
度
が
伺
え
た
。
そ
れ
を
手
が
か
り
と
す
れ
ば
、二
度
目
の
「
亭
前
栢
樹
子
」
と
は
、「
亭
前
栢
樹
子
」
は
亭
前
栢
樹
子
そ
の
も
の
だ
と
示
し
、
僧
を
「
境
」
と
い
う
概
念
が
成
立
す
る
以
前
の
現
実
に
立
ち
返
ら
せ
、「
祖
師
西
来
意
」
を
悟
る
こ
と
に
導
こ
う
と
す
る
教
示
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
注
（
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）　
小
川
隆
『
語
録
の
思
想
史
』
序
論
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
二
十
七
頁
。
（
2
）　
福
州
鼓
山
於
紹
興
之
初
刊
行
古
尊
宿
語
録
二
十
有
二
、
洪
之
翠
岩
芝
禅
師
者
、
其
一
焉
。
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臥
紀
譚
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上
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続
蔵
経
』、
新
文
豊
出
版
公
司
、
第
148
冊
、
一
九
七
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年
、
九
頁
）
（
3
）　
巻
一
南
泉
願　
蔵
古
巻
十
二　
投
子
同　
蔵
古
巻
三
十
六　
睦
州
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蔵
古
巻
六　
趙
州
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蔵
古
巻
十
三
及
巻
十
四（『
卍
続
蔵
経
』、
第
119
冊
、
一
九
〇
頁
）
　
　
な
お
、『
古
尊
宿
語
録
』
の
成
立
に
関
し
て
は
、
柳
田
聖
山
「
古
尊
宿
語
録
考
」（『
無
著
校
写
古
尊
宿
語
要
』
所
収
、
中
文
出
版
社
、
一
九
七
三
年
）、蕭
萐
父
・
呂
有
祥
点
校
『
古
尊
宿
語
録
』「
前
言
」（
中
国
仏
教
典
籍
選
刊
、
中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
）
及
び
張
子
開
点
校
『
趙
州
録
』「
趙
州
従
諗
研
究
」（
中
国
禅
宗
典
籍
叢
刊
、
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。
（
4
）　
本
稿
で
、『
趙
州
録
』
を
引
用
す
る
際
に
は
、『
趙
州
和
尚
語
録
』（
新
文
豊
出
版
公
司
、『
明
版
嘉
興
蔵
経
』
第
24
冊
所
収
、
一
九
八
七
年
）
を
使
用
す
る
。
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（
5
）　
椎
名
宏
雄
「『
宗
門
統
要
集
』
の
書
誌
的
研
究
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
18
号
、
一
九
八
七
年
十
月
）
（
6
）　
『
景
徳
伝
燈
録
』の
序
文
を
書
い
た
楊
億
は『
汾
陽
無
徳
禅
師
語
録
』
の
た
め
に
も
序
文
を
書
い
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、『
汾
陽
無
徳
禅
師
語
録
』
は
楊
億
の
卒
年
で
あ
る
天
禧
四
年
（
一
〇
二
〇
年
）
ま
で
に
成
立
し
た
と
判
断
で
き
る
。
（
7
）　
『
宗
門
摭
英
集
』
巻
上
冒
頭
に
お
け
る
惟
簡
の
説
明
に
は
、「
時
巨
宋
景
祐
五
年
歳
次
戊
寅
仲
冬
十
有
七
日
敘
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
宗
門
摭
英
集
』
は
景
祐
五
年
（
一
〇
三
八
年
）
に
成
立
し
た
禅
籍
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
（
8
）　
前
掲
『
語
録
の
思
想
史
』
序
論
、
二
十
頁
。
（
9
）　
実
際
に
は
『
楞
伽
経
』
に
こ
の
一
句
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
馬
祖
の
『
楞
伽
経
』
に
対
す
る
要
約
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
（
10
）　
「
祖
師
西
来
意
」
が
「
即
心
即
仏
」
だ
と
い
う
馬
祖
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
小
川
「
庭
前
の
柏
樹
子
」
を
参
照
し
た
。
（
11
）　
「
非
心
非
仏
」
に
つ
い
て
、
入
矢
義
高
「
表
詮
と
遮
詮
」（『
増
補　
自
己
と
超
越
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。
（
12
）　
「
仲
冬
厳
寒
」
と
は
季
節
を
表
現
す
る
言
葉
で
も
あ
り
、
唐
宋
期
に
流
行
し
て
い
た
挨
拶
の
冒
頭
の
一
句
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
北
宋
の
王
安
石
の
「
与
呉
司
録
議
王
逢
原
姻
事
書
」
の
冒
頭
に
、「
某
啓
、
仲
冬
厳
寒
、
伏
惟
尊
体
動
止
万
福
。」（『
臨
川
先
生
文
集
』
巻
七
十
四
）
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
（
13
）　
達
摩
の
片
方
の
靴
に
つ
い
て
次
の
一
段
が
あ
る
。
滅
度
後
三
年
、
魏
使
時
有
宋
雲
、
西
嶺
為
使
却
廻
、
逢
見
達
摩
手
携
隻
履
、
語
宋
雲
曰
、「
汝
国
天
子
已
崩
。」
宋
雲
到
魏
、
果
王
已
崩
、
遂
聞
奏
。
後
魏
第
九
主
孝
荘
帝
乃
開
塔
、
唯
見
一
隻
履
、
却
取
帰
少
林
寺
供
養
。（『
祖
堂
集
』
巻
第
二
・
菩
提
達
摩
和
尚
、
一
〇
一
頁
）
（
14
）　
払
子
を
立
て
る
方
法
は
、
禅
師
が
接
化
の
際
に
し
ば
し
ば
用
い
る
方
法
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
祖
堂
集
』
に
は
、
百
丈
懐
海
の
例
と
し
て
、
次
の
記
載
が
あ
る
。
問
、「
如
何
是
仏
。」
師
云
、「
汝
是
阿
誰
。」
対
云
、「
某
甲
。」
師
云
、「
汝
識
某
甲
不
。」
対
云
、「
分
明
个
。」
師
竪
起
払
子
、云
、
「
汝
見
払
子
不
。」
対
云
、「
見
。」
師
便
不
語
。（『
祖
堂
集
』
巻
第
十
四
・
百
丈
和
尚
、
六
三
七
頁
）
（
15
）　
「
著
」
は
「
羞
」
の
誤
字
と
考
え
ら
れ
る
。
禅
文
化
研
究
所
唐
代
語
録
研
究
班
「『
祖
堂
集
』
巻
第
七
雪
峯
和
尚
章
訳
注
（
上
）」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
31
号
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
、
二
二
〇
頁
）
の
注
釈
を
参
照
。
（
16
）　
「
捧
」
字
は
「
棒
」
字
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。「
打
二
十
棒
」
は
、
接
化
の
方
法
と
し
て
禅
問
答
の
中
で
し
ば
し
ば
目
に
す
る
記
述
で
あ
る
。
